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{包的; 本磁究では筋力持づけゅの効3震を筋力と筋肥大の3己
最釣針畿によち投討することをg的とした.
{方法} 大学女子がえず?トダゆ選手6名12大腿部における筋力と

筋肥大ついて，まずオフ持jである 3月に米開ユニ1ゾ凶作特;袈怒力
機定援援MERACにより各速度60，18伐leg/s伐のJえピードで筋力
計樹を行なった.itiJaおこγェネラルエヤ夕刊ァタ社製1.5'1、総議動M決議

穫によりt2お大路部の筋弛緩持と紋織時の筋樹立百を撮像し，筋
断商務の討議jおよび動的な大総務議筋の変形を免た，機銀条件
は.TIミ悌仇nm/sec.TE20.0 mm/s艇のマ針イ7"j"エコ由法により行な
い，大転子から額締結節までを100%とし，上縁から30%部位
より 10mmスライス12mm関簡で畿新認を撮像した. 1渇，動的な大
越路強惑の変揺を終擁しておく為に筋収縮雲寺の織像i丸大鎚銘
50%部伎においてf"'r1エントエト訟をよ語いた高速ス寄付により行
なった.M災I額態解析には7ピオニタス社製頚盤解析装援比O :JJHを
使用した.被験者‘には仰臥f立，接持麗f立で大総務等fミ性銘JlX絡
を行なってもらった，その後4月よりトlr-ニンゲを，畿大筋力の60
%で各自20密3わトを滋3[ill2ヶ月鰐行ない， 8Rに上記j可…計援
を行なった.その路通常のハコ初陣~んの練留は巡8日継続して
いた.議，今関のMRtにおける務断甑殺の計調は9 大蕗中央付
近のス対えをタシ苦ン3およびおイスセクシ3ン?を中心に検討した.
〔結幾および考察}擦挺欝持接待では角速度180deg/secのス
ピードにおいて，謡曲時では60deg/:協において，トlr-ニンγるおま
宥意に筋力が向上した (Table1) . 
ス?イスセクシ3ン3における筋断欝務はトレペンク・前後では体線訪は苓
窓に減少したが，大鋭部議第.J爵績とも断溜綴には変イちは懇め
られなかった (Table2) .スライスセ~.~i:iン?については，大総部総
筋鮮が宥意に肥大しており，全体的に横断言百に路大が務められ
たが大鎚器霊長第には撃がなかったーまた体搬腕については，宥
意に減少が認められた (Table3).これを体識でみると代表餅
では片山ニンr散後で藤伸展カが畷らかに増加したが，体務は有
意、に増加していなかった.そこで動的な大総擦i議筋の紋織をお
こさせた場合の筋の変態について，どのように成績するのかを
検索したところ，題盤上では対島盟議制昔前方に選挙悲し，全体
的に線設になる犠向靖宏語、められた.このことを定盤的に抱揺す
るために，大越路綴簸の横断援における感心の移動を12H事で投
索した.管中心を中心麗擦とし， 12!奈の護心の王子均態様を求め
たところ，筋強議緯〈・10.8.6.S}から筋JfX線時(・7.7.11必
へはa 王子均移動i!離は7.3(←4.1) mmであった.授諜ょにとる
と全体的に蕗心は議官方やや内鵠へ大腿骨から遠ざかるように移
動していた.このことを合器部的に考えると，筋の重心が欝;お
に移動することによ号，能の付義務の角度が増大され，それに
よって大擁立立綴絡に発生した力を嫌に対して審効なトルクに変
換させようとするものと援繋するが，生理学的意義については
尚検討していく所存である.
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